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１．デリバリーPET検査 

1.1 デリバリーによる PET検査 

PET検査に用いる放射性同位元素は、SPECT検査とは異なり、半減期が非常に短いため、一般

には施設内に自製設備(サイクロトロンと薬剤合成装置)が必要になる。加えて、サイクロトロ

ンの運転者、薬剤合成者、薬剤師、放射線技師等が必要であり、PET薬剤の自製には法的な制限

は多いが、多種類の核種を用いた多様な検査を行うことができる特長がある。 

これに対して、PET薬剤を製薬会社から購入して PET検査を行うのが、「デリバリーPET検査」

である。例えば、約 20分という短半減期である[C-11]標識 PET薬剤の運搬は困難であるが、半

減期が約 110 分の[F-18]標識 PET 薬剤であれば、管理区域を設定し、PET 装置を購入すれば、

PET 薬剤製造に係る装置は不要であり、PET検査を行うための費用を抑えることができるので、

PET装置の導入が比較的容易になることから、デリバリーPET検査は PET検査普及を進める大き

な原動力となってきた。 

 

1.2 製薬会社からの PET薬剤供給(※2018年 10月時点) 

国内の 2社から PET薬剤が販売供給されている。 

1) 日本メジフィジックス(株) 

  PETラボ ：札幌、岩手、群馬、東京、神奈川、愛知、富山、京都、神戸、岡山、福岡 

  PET薬剤 ：[F-18]FDG / 放射能量 185 MBq  

10時、12時 30分、15時 30分の 1日 3回検定 

        ：[F-18]Flutemetamol(フルテメタモル) / 放射能量 185 MBq 

2) 富士フイルム富山化学(株) 

  PETラボ ：神奈川、大阪 

  PET薬剤 ：[F-18]FDG / 放射能量 111、148、185、222、259 MBqの 5種類 

神奈川；9時 30分～16時 30分 

大 阪：9時 00分～16時 00分  

※) いずれも 30分毎 15検定で、エリアによって納品条件は異なる 

        ：[F-18]Florbetapir(フロルベタピル) / 放射能量 370 MBq 

図 1 PET薬剤のデリバリー  
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２．関係する法律 

2.1 医療法（非密封 RI） 

厚生労働省が所管であり、PET/CT装置等における放射線発生装置の届出義務や、陽電子断層

撮影診療用放射性同位元素等について、放射線防護上必要な規則が規定されている。 

放射線障害防止法との二重規制を防ぐ観点から、PET薬剤は医療法により規制を受ける。 

医療機関ではヒトへの放射性医薬品等の投与が想定されるため、放射線治療病室の構造設備

等の基準を規則で定めており、同室からの退出基準については通知で示している。 

 

2.2 放射線障害防止法（密封 RI） 

原子力規制委員会が所管であり、放射性同位元素及び放射線発生装置の使用、放射性同位元

素の販売及び賃貸の業、放射性同位元素または放射性同位元素によって汚染された物の廃棄の

業に関する規制が規定されている。 

ヒトへの放射性医薬品等の投与が想定されていないため、特段の基準は示されない。 

 

2.3 労働安全衛生法 

職場における労働者の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の形成と促進を目的

とする法律であり、医療機関における診療従事者の被ばく管理(電離放射線障害防止規則)が規

定されている。 

 

2.4 消防法 

火災予防のために必要な事項は、条例で定めることが規定されている。 

 

参照）JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」Q.10 
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３．施設設計の考え方 

3.1 法令上必要な諸室 

3.1.1 使用施設             参照）JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」３.建築 

  (1) 陽電子準備室 

    寸法、遮へい(壁、天井、床、扉)、遮へい備品、フード等 

  (2) 陽電子診療室 

   ① 処置室：寸法、遮へい(壁、天井、床、扉)、投与装置、遮へい備品等 

② 検査室：寸法、装置(電源、重量、空調)、遮へい(壁、天井、床、監視窓)、監視カメラ等 

  (3) 陽電子待機室 

    寸法、遮へい(壁、天井、床、扉)、リクライニングチェア、受診者誘導システム等 

  (4) 汚染検査室 

    測定器、汚染除去設備 

3.1.2 貯蔵施設              参照）JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」４.設備 

     ・ 貯蔵室又は貯蔵箱 

     ・ 放射性同位元素を貯蔵する部屋又は箱 

3.1.3 廃棄施設             参照）JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」４.設備 

  (1) 保管廃棄設備 

    寸法、遮へい(壁、天井、床、扉) 

  (2) 排気処理設備 

     ・ 排気系統 

     ・ 排気量の考え方(使用室、排気口) 

  (3) 陽電子待機室 

     ・ 排水量の考え方 

     ・ 槽構成について 

 

3.2 その他の諸室             参照）JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」３.建築 

 (1) 受付・会計 

 (2) 管理室 

 (3) 更衣室 

 (4) 身体測定室 

 (5) 回復室 

 (6) トイレ 

 

3.3 被ばく対策          参照）JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」５.人(被ばく) 

 (1) 動線 

 (2) 受診者の誘導 

 

3.4 管理                       参照）JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」４.設備  

 (1) 放射線モニタリング 

 (2) 個人モニタリング(個人線量計等) 

 (3) 表面汚染検査 
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４．既設の非密封 RI施設の改修 

4.1 改修前後のモデル図面 

4.1.1 PET/CT装置の導入条件 

  (1) PET/CT装置を 1台導入する。 

  (2) 検査件数は、1日最大 12件とする。(図 5中()内数値は、最大検査数を 6件とした場合) 

  (3) 入荷する[F-18]FDGの最大数は、370 MBq/件とする。 

 

4.1.2 導入計画における留意点 

  (1) PET/CT装置導入に伴い、法的に必要な部屋の設置 

   ① 準備室   ：陽電子断層撮影診療用放射性同位元素の調整等を行う室 

   ② 陽電子検査室：陽電子断層撮影診療用放射性同位元素を用いて診療を行う室 

   ③ 待機室   ：陽電子断層撮影診療用放射性同位元素を投与された受診者が待機する室 

   ④ 検査室   ：陽電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室 

   ⑤ 操作室   ：陽電子断層撮影装置を操作する場所 

  (2) PET検査受診者の動線検討 

   ① FDGを投与された受診者が滞在する区域と、放射線診療従事者が作業を行う区域を分離 

する。 

   ② 放射線診療従事者と FDGを投与された受診者が接触する機会を減らす。 

 (3) 放射線診療従事者の被ばく低減のためのレイアウト及び遮へいを検討する。 

 (4) PET/CT装置の設置条件の確認及び検討 

   ① 装置の設置スペース 

   ② 設置重量 

   ③ 電源設備 

   ④ 空調条件 

   ⑤ 冷却設備 

   ⑥ ケーブルピット 

   ⑦ 装置搬入経路 

  (5) (1)の各室における内部の壁、床、その他汚染のおそれがある部分の仕上材の構造及び材 

料の検討 

   ① 突起物、凹み及び仕上材の目地等の隙間が少ない構造とする。 

   ② 平滑であり、気体又は液体が浸透しにくく、腐食しにくい材料を使う。 

  (6) 諸官庁手続きの確認 

   ① 医療法 

病院開設事項の一部変更許可申請、陽電子断層撮影診療用放射性同位元素備付届 

診療用放射性同位元素に係る変更届 

   ② 放射線障害防止法 

PET/CT装置の校正用放射性同位元素(密封放射性同位元素)の使用許可申請、変更許可申 

請又は使用届 

   ③ その他関連法令 

放射線装置室等摘要書(労働安全衛生法) 

核燃料物質等の貯蔵・取扱届出書（各都道府県条例(消防関係)） 
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4.1.3 レイアウトの決定（図 3、図 4参照） 

  (1) 待機室のブースの決定 

FDG入荷から投与、待機、撮像、安静、退出の診療モデルを作成し、待機室のブース数を決 

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 一人目の投与モデルと F-18の放射能 

 (2) ガンマカメラ(SPECT装置)と PET/CT装置の操作室は共用する。 

 (3) PET/CT検査と RI検査の動線は極力分離する。 

表 1 各部屋の面積 

室名称 
変更前面積 

(m2) 

変更後面積 

(m2) 

汚染検査室 15.0  46.2 

前室  20.0 

検査室 104.0  32.1 

操作室 27.3  30.0 

陽電子検査室 13.0  13.0 

準備室 11.8  11.8 

貯蔵室 6.7  6.7 

廃棄室 18.5  18.5 

シャワー 
8.0  3.4 

(脱衣室含む) (除染室含む) 

トイレ(PET/CT用)  1.8 

PET/CT室  47.5 

待機室  18.6 

更衣室(PET/CT用)  5.4 

トイレ 2.5  3.6 

ドライエリア 30.7  30.7 

RI排水処理室 48.8  48.8 

合計 286.3 338.1 



JESRA TR-0029*A-2018 

 

- 7 - 

4.1.4 法定実効線量限度 

① 画壁外側の実効線量 ：1.0 mSv/週 

② 人が常時立ち入る場所 ：1.0 mSv/週 

③ 管理区域境界  ：1.3 mSv/3月 

④ 事業所境界  ：250 µSv/3月 

⑤ 事業所内居住区域 ：250 µSv/3月 

⑥ 病院又は診療所の病室 ：1.3 mSv/3月 

 

4.1.5 追加遮へい(下地含む)の重量（図 5参照） 

表 2 法定実効線量限度を満たすために追加した遮へい体(下地含む)  

 

4.1.6 標識を貼る場所（図 6参照） 

① 使用室 

  診療用放射性同位元素使用室、陽電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室、汚染検査室 

である旨を示す標識を付すること。 

② 貯蔵施設 

  貯蔵施設(貯蔵室、貯蔵庫)である旨を示す標識を付すること。 

③ 廃棄施設 

  廃棄施設(保管廃棄設備、排水設備、廃棄設備)である旨を示す標識を付すること。 

④ 管理区域 

  管理区域境界には、管理区域である旨を示す標識を付すること。  

室名 追加場所 

検査件数 6件/日 検査件数 12件/日 

遮へい 

及び下地 
厚さ(㎜) 重量(kg) 

遮へい 

及び下地 
厚さ(㎜) 重量(kg) 

陽電子検査室 床    鉛  4.0  570  

待機室 

天井  鉛  1.0  220  鉛  4.0  870  

床  鉛  12.0  2,620  鉛  17.0  3,700  

壁 西面  鉛  2.0+10.0  1,750  鉛  5.0+14.0  3,000  

壁 西面  鉄骨下地  90.0  240  鉄骨下地  90.0  240  

壁 北面  鉛  4.0  950  鉛  7.0  1,660  

壁 東面  鉛  10.0  3,070  鉛  14.0  4,300  

壁 東面  鉄骨下地  90.0  280  鉄骨下地  90.0  280  

壁 室内間仕切  鉛  2.0+10.0  1,100  鉛  5.0+14.0  1,400  

壁 室内間仕切  鉄骨下地  90.0 310  鉄骨下地  90.0  310  

PET/CT室 

天井    鉛  2.0  1,110  

床  鉛  12.0  6,670  鉛  15.0  8,330  

壁 東面  鉛  2.0  1,650  鉛  4.0  3,300  

壁 東面  鉄骨下地  90.0  350  鉄骨下地  90.0  350  

壁 南面  鉛  2.0  900  鉛  3.0  1,350  

検査室 
壁 北面  鉛  1.0  640  鉛  1.0  640  

壁 東面  鉛  1.0  90  鉛  1.0  90  

 総重量  20,840  総重量  31,500  
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⑤ 注意事項の指示 

  診療用放射性同位元素使用室、陽電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室、貯蔵施設、 

廃棄施設の目に付きやすい場所に、放射線障害の防止に必要な注意事項を提示すること。 

 

4.1.7 排水配管（図 7参照） 

排水配管は以下に留意する必要がある。 

(1) 管理区域内で発生した排液は、総て RI排水処理施設へ流入させる。 

(2) 管理区域内にエアコンを設置する場合は、エアコンからのドレーン水を RI排水処理施設

へ流入させる。 

 

4.1.8 排水処理（図 8参照） 

排水設備には以下の条件がある。 

(1) 設備の能力 

 排水口における排液中の放射性同位元素の濃度が、濃度限度以下となる能力を有する

こと。 

(2) 設備の構造 

① 排液が漏れにくい構造とし、排液が浸透しにくく、かつ腐食しにくい材料を用いる
こと。 

② 排液処理槽は、排液を採取できる構造、又は排液中における放射性同位元素の濃度
が測定できる構造とし、かつ排液の流出を調整する装置を設けること。 

③ 排液処理装置上部の開口部は、蓋のできる構造とする、又は柵その他の周囲に人が
みだりに立ち入らないようにするための設備を設けること。 

(3) 標識 

 配水管及び排液処理槽には、排水設備である旨を示す標識を付すること。 

(4) 排水口における放射能濃度の測定 

排水口における排液中の放射能濃度の測定は、排水の都度測定し、その結果を記録し、

5年間保存しなければならない。 

 

4.1.9 排気ダクト（図 8、図 9、図 10参照） 

給排気設備は以下に留意する必要がある。 

(1) PET/CT室の遮へい壁及び管理区域を貫通するダクトは、必要に応じ鉛で遮へいする。 

(2) 貯蔵室の壁を貫通するダクトには、防火ダンパを取り付けて耐火性を確保する。 

また、排気設備には以下の条件がある。 

(1) 設備の能力 

① 人が常時立ち入る場所における空気中の放射性同位元素の濃度が、濃度限度以下と
なる能力を有すること。 

② 排気口における排気中の放射性同位元素の濃度が、濃度限度以下となる能力を有す
ること。 

(2) 設備の構造 

① 気体が漏れにくい構造とし、腐食しにくい材料を用いること。 

② 故障の場合に、放射性同位元素により汚染された物の広がりを急速に防止できる設
備を設けること。 
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(3) 標識 

 排気浄化装置、排気管及び排気口には、排気設備である旨を示す標識を付すること。 

(4) 排気口の放射能濃度の測定 

 排気口における排気中の放射性同位元素の濃度は、連続して測定し、その結果の記録

を 5年間保存しなければならない。 
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図 3 既設の核医学施設（改修前）                                          図 4 PET/CT検査室レイアウト 
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図 5 PET/CT施設の追加遮へい体 
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図 6 標識を貼る場所 
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図 7 排水配管図 
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図 8 RI排水処理設備  
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図 9 給排気設備
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図 10 屋上排気ダクト 
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4.2 遮へい材の特徴 

4.2.1 鉛と鉄の特徴 

表 3 鉛と鉄のメリット・デメリット 
  鉛 鉄 

遮へい厚 薄くできる 厚くなる 

施工性 自立しない 自立する 

 

4.2.2 コンクリートと(コンクリート＋鉛)の等価遮へい効果 

表 4 コンクリートと(コンクリート＋鉛)の 

消滅放射線(511 keV)に対する等価の鉛厚 

(単位：cm) コンクリート＋鉛  

コンクリートのみ 15 20 25 30  

20 0.44         

25 0.89  0.49       

30 1.32  0.94  0.50     

35 1.76  1.40  0.98  0.54   

40 2.22  1.85  1.44  0.99   

45 2.70  2.43  1.92  1.51   

      

     内は、鉛厚 

 

※消滅放射線に対する遮へい効果は、(公財)原子力安全技術センター発行「放射線施設の遮

蔽計算実務(放射線)データ集 2015」表 6.1(2)の値(鉛密度 11.34 g/cm3)から内挿法により

求めた。 
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4.2.3 コンクリート、鉛及び鉄の等価遮へい効果 

表 5 消滅放射線(511 keV)に対するコンクリート、鉛及び鉄の等価遮へい厚 

コンクリート 

(比重 2.1 g/cm3） 

鉛 

(比重 11.34 g/cm3） 

鉄 

(比重 7.87 g/cm3) 

厚さ (cm) 透過率 厚さ (cm) 透過率 厚さ (cm) 透過率 

1.82 9.723×10-1 0.03 9.732×10-1 0.20 9.729×10-1 

3.27 9.260×10-1 0.07 9.259×10-1 0.50 9.260×10-1 

4.23 8.904×10-1 0.10 8.910×10-1 0.70 8.910×10-1 

5.39 8.340×10-1 0.15 8.346×10-1 1.00 8.340×10-1 

6.35 7.860×10-1 0.20 7.860×10-1 1.21 7.866×10-1 

8.19 6.882×10-1 0.30 6.884×10-1 1.67 6.893×10-1 

9.76 6.031×10-1 0.40 6.030×10-1 2.11 6.031×10-1 

10.00 5.910×10-1 0.41 5.911×10-1 2.17 5.911×10-1 

11.20 5.252×10-1 0.50 5.249×10-1 2.50 5.259×10-1 

14.05 3.965×10-1 0.70 3.959×10-1 3.26 3.961×10-1 

15.00 3.610×10-1 0.76 3.611×10-1 3.49 3.611×10-1 

18.02 2.565×10-1 1.00 2.560×10-1 4.33 2.564×10-2 

20.00 2.050×10-1 1.15 2.050×10-1 4.84 2.054×10-1 

24.09 1.218×10-1 1.50 1.210×10-1 6.02 1.210×10-1 

25.00 1.084×10-1 1.57 1.089×10-1 6.24 1.089×10-1 

30.00 5.730×10-2 1.99 5.735×10-2 7.54 5.798×10-2 

35.00 2.862×10-2 2.43 2.910×10-2 8.93 2.894×10-2 

35.68 2.606×10-2 2.50 2.600×10-2 9.13 2.608×10-2 

40.00 1.430×10-2 2.85 1.489×10-2 10.25 1.475×10-3 

41.23 1.194×10-2 3.00 1.180×10-2 10.64 1.201×10-2 

45.00 6.890×10-3 3.26 7.785×10-3 11.48 7.748×10-3 

46.58 5.473×10-3 3.50 5.355×10-3 12.08 5.628×10-3 

50.00 3.320×10-3 3.75 3.623×10-3 12.87 3.684×10-3 

52.10 2.416×10-3 4.00 2.430×10-3 13.60 2.476×10-3 

55.00 1.558×10-3 4.28 1.553×10-3 14.42 1.588×10-3 

60.00 7.310×10-4 4.75 7.323×10-4 15.80 7.437×10-4 

62.50 4.960×10-4 5.00 4.910×10-4 16.55 4.902×10-4 

 

※消滅放射線に対する遮へい効果は、(公財)原子力安全技術センター発行「放射線施設の遮蔽計算 

実務(放射線)データ集 2015」表 6.1(2)の値(各密度を含む))から内挿法により求めた。 
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4.3 PET施設の計画から使用開始までの確認事項 

デリバリーによる PET 施設の計画から使用開始までを、担当者(カスタマ～特殊設備)及び項目

(イベント)について確認する必要がある。 

そのためのチェックシートを表 6～表 10に示した。 

 

表 6 PET施設の計画から使用開始までのチェックシート(計画案の作成) 

  



JESRA TR-0029*A-2018 

 

- 20 - 

表 7 PET施設の計画から使用開始までのチェックシート(基本設計) 
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表 8 PET施設の計画から使用開始までのチェックシート(実施設計) 
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表 9 PET施設の計画から使用開始までのチェックシート(着工) 
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表 10 PET施設の計画から使用開始までのチェックシート(施工) 
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4.4建築工事の流れ 

PET施設の計画から使用開始までを、概要、建築、電気、空調及び衛生設備の区分毎に分け、

病院・診療所、設計事務所・建設会社及び、RI専門会社、PETメーカ毎の役割について示した。 

「4.3 PET施設の計画から使用開始までの確認事項」と併せて確認ください。 

図 11 PET施設の建設工事フローチャート (概要 1/2) 
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図 12 PET施設の建設工事フローチャート (概要 2/2) 
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図 13 PET施設の建設工事フローチャート (建築・電気) 
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図 14 PET施設の建設工事フローチャート (空調設備) 
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図 15 PET施設の建設工事フローチャート (衛生設備[給水、ガス等]) 
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図 16 PET施設の建設工事フローチャート (衛生設備[排水設備]) 
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参考) デリバリーPET施設に関わる法的手続き
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解  説 

 2005 年 8 月より製薬会社から PET 薬剤の供給(デリバリー)が始まり、PET 薬剤自製の必要がなくな

り、デリバリーにより PET検査を行う施設は※240施設を越えている。 

既設の核医学施設を改修して PET検査を行う施設のため、「既設 RI施設からデリバリーによる PET検

査施設への改修」を目的として、「デリバリーPET 施設の標準化」を作成した。 

JIRA WG-7123では、サイクロトロンメーカ、PET 装置メーカ、RIメーカ、放射線防護及び測定の専門

家をメンバとして、PET施設建設における実務経験をもとに、「デリバリーPET 施設に関わる法的手続」、

「改修前改修後のモデル図面」、「PET 施設の計画から使用開始までのチェックシート」、「建築工事フロ

ーチャート」をまとめた。 
※日本核医学会 PET核医学分科会 PET施設一覧 

http://www.jcpet.jp/1-3-4-1 

１．制定の趣旨 

参照データの見直し、JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」の重複項目の削除等、最新情報に更

新のため改正を行った。 

 

２．制定の経緯 

2008年 12月に「PET施設の Q&A」を、JESRA TR-0028「第一章 PET施設の Q&A」と改題し、「デリバ

リーPET施設の標準化」が、JESRA TR-0029「第二章 デリバリーPET施設の標準化」として制定され、

2013年 9月、2016年 9月に内容の確認が行われている。 

 

３．審議中問題となった事項 

特になかった。 

 

４．主な改正点 

 ４．１ TR-0029*A(2018年 9月) 

引用した図及び写真を確認し、参照値は各出典の最新版から引用するとともに、本規格書を

JESRA様式に改正した。 
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５．原案作成及びおよび審査 

５．１ 原案作成：WG-7123(PET施設の Q&A及びデリバリーPET施設の標準化 JESRAの改正) 

 主査 石井須美男 シーメンスヘルスケア(株) 

河裾行人 螢光産業(株) 

  佐藤弘之 (株)千代田テクノル 

  矢野和秀 (株)千代田テクノル 

河原浩  (株)千代田テクノル 

桑原茂生 (株)千代田テクノル 

  笹嶋一大 (株)フィリップス・ジャパン 

  横山修  キヤノンメディカルシステムズ(株) 

  野島靖彦 キヤノンメディカルシステムズ(株) 

坂本美佐子 キヤノンメディカルシステムズ(株) 

  井上仁志 サンレイズ工業(株) 

  藤村洋子 日本メジフィジックス(株) 

秋山喜幸 (株)イーメディカル東京 

佐藤友彦 (株)島津製作所 

平野良司 GEヘルスケア・ジャパン(株) 

 

５．２ 規格審査：企画・審査委員会 

 委員長 藤田直也 キヤノンメディカルシステムズ(株) 

副委員長 板谷英彦 (株)日立製作所 

  委員 早乙女滋 富士フイルム(株) 

  杉田浩久 富士フイルム(株) 

     宮谷宏  コニカミノルタ(株) 

   飯島直人 (株)島津製作所 

 事務局 小田和幸 (一社)日本画像医療システム工業会 
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